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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

４月７日（日）まで
岐阜県緑化運動
ポスターコンクール
入賞作品　展示

令和５年度岐阜県緑化運動ポスターコンクール入賞作
品52点について、ぎふ木遊館にて展示します。

【ぎふ木遊館の施設案内】
●開館時間：10:00～17:00
●入賞作品の観覧は、予約不要・料金無料
※ただし、木育ひろばの利用は、事前予約制で入館料
（大人３００円、高校生以下無料）が別途必要

●休館日:毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌平
日）、年末年始（12月29日～1月3日）、施設点検日

ぎふ木遊館
（岐阜市学園町2-33）

ぎふ木遊館
TEL：058-215-1515
森林活用推進課
TEL：058-272-8255 

３月１日（金）～
５月３１日（金） 緑の募金（春期）

●「緑の募金で進めようSDGｓ」をスローガンに家庭
募金、企業募金、職場募金などを行います。

　4月7日（日）に岐阜市「道三まつり」で、岐阜市緑の
募金委員会とともに街頭募金を行います。

JR 岐阜駅

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577

　

森林・林業関係イベントカレンダー（3月~5月）
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携
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仮
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森林研究所研究・成果発表
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「第２回岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結式」
を開催しました。

　令和６年２月28日（水）に、岐阜県庁にて「第２回岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結式」（以下「協
定締結式」）を開催しました。
　岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定は、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、建築物の
木造化や内装木質化、木製品の導入などの県産材利用や、そのＰＲに継続的に取り組む事業者と県とが協定を締結す
ることにより、県産材の利用を促進していくものです。
　昨年７月に開催した協定締結式では15事業者と14協定を締結し、今回の第２回協定締結式では11事業者と10
協定を締結しました。
　協定締結式では、県林政部長が協定締結者と協定書を取り交わしました。協定締結者の方々からは、協定に基づく
岐阜県産材活用の取り組みについてスピーチをいただきました。
　協定締結式の最後には、今回の協定締結者が一堂に会し岐阜市内を背景に記念撮影を行いました。

協定締結者一覧

株式会社ＳＩプラス

凰建設株式会社

岐阜県森林組合連合会

ぎふの木ネット協議会

後藤木材株式会社

日本マクドナルド株式会社

羽島グループホールディングス株式会社
合同会社コーデザイン

株式会社Pasona art now

社会福祉法人保城福祉会

株式会社ＹＵＫＡＩＧＯ

（50音順）

エスアイ

おおとり

パソナ アート ナウ

ほう しろ

ユ　　　カ　  イ　  ゴ
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　岐阜県では、住宅建築における県産材の利用を拡大することを目的として、住宅の構造材・内装材にぎふの木（岐阜県産
木材）を活用して新築やリフォームをする施主に対し補助金を交付しています。
　今年度も下記のとおり実施しますので、ぜひぎふの木を使った家づくりをご検討ください。

【県産材流通課　中山 潤】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０58ｰ272ｰ8487  県産材流通課　販路拡大係まで

ぎふの木で家づくり 支援事業
ぎふの木を使った住宅の新築・改修に助成します。

◆助成内容一覧

検索ぎふの木で家づくり

助成額

新築

15万円～最大32万円※

4万円～最大16万円

※県外は最大20万円

1棟あたり

改修 1棟あたり

県内新築タイプ
300 棟

県外新築タイプ
60 棟

県内改修タイプ
30 棟

【募集棟数】

●県内及び県外新築タイプでは、構造材と内装材の使用量に応じて合計額を助成しています。
●建築を請け負う工務店・大工は「ぎふの木の家づくり協力工務店」であること、もしくはこの補助金の申請後に認定を受けるこ

とを条件としています。

1棟あたりの助成額区分 建築
場所 県産材使用要件 申請先

①構造材と内装材の県産材使用量に応じて、aとbの合計額を助成
　　a 構造材：「木材使用要件Ⅰ※1」の使用量（m3）×2万円/m3

　　b 内装材：「木材使用要件Ⅱ※2」の使用量（m2）×2千円/m2

･････････････上限30万円（下限15万円）

② ①に加え、内装材に「木材使用要件Ⅰ※1」を使用した場合、cの額を加算 　
　c 内装材：「木材使用要件Ⅰ※1」の使用量（m2）×400円/m2

･････････････････････････････････上限2万円

「木材使用要件Ⅰ※1」を
構造材に80％以上使用
する住宅であること

住宅が所在する地域の
県農林事務所林業課

①構造材と内装材の県産材使用量に応じて、aとbの合計額を助成
　　a 構造材：「木材使用要件Ⅰ※1」の使用量（m3）×2万円/m3 　　　
　　b 内装材：「木材使用要件Ⅱ※2」の使用量（m2）×2千円/m2

･････････････上限20万円（下限15万円）

①内装材の県産材使用量に応じてaの額を助成 
　　a 内装材：「木材使用要件Ⅱ※2」の使用量（m2）×2千円/m2

･･･････････････上限14万円（下限 4万円）

② ①に加え、内装材に「木材使用要件Ⅰ※1」を使用した場合、bの額を加算
　　b 内装材：「木材使用要件Ⅰ※1」の使用量（m2）×400円/m2

･････････････････････････････････上限2万円

「木材使用要件Ⅰ※1」を
構造材に80％以上使用
する住宅であること

県庁林政部県産材流通課

「木材使用要件Ⅱ※2」を
内 装 材 に20m2以 上 使
用する住宅であること

住宅が所在する地域の
県農林事務所林業課

県
内
新
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プ
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外
新
築
タ
イ
プ

県
内
改
修
タ
イ
プ

岐
阜
県
内

県
外

岐
阜
県
内

※1　木材使用要件Ⅰ･･･「ぎふ性能表示材」又は「ぎふ証明材かつJAS製品」 
※2　木材使用要件Ⅱ･･･「ぎふ証明材」又は「ぎふ性能表示材」又は「ぎふ証明材かつJAS製品」

◆令和６年度事業スケジュール
●対象となる住宅：令和６年２月　１日（木）から令和７年１月３１日（金）までに完成する住宅
●補助金申請期間：令和６年４月１０日（水）から令和７年１月３１日（金）まで
●枠登録申請期間：令和６年４月１０日（水）から令和６年９月３０日（月）まで（新築タイプのみ）
※募集方法は先着順とし、募集棟数に達した場合、受付を終了します。

脱炭素社会ぎふモデル住宅普及事業費補助金（県住宅課補助金）との併用が可能です！
県産材を活用した住宅は「フラット35」の金利引き下げや、「フラット35地域連携型」を利用できます！

ぎふの木を使った家づくりに興味がある、実際に家づくりを行いたいと考えている方へ、
岐阜県公式ＨＰでこの補助金の助成の条件、募集棟数・期間などについて掲載しています。

「ぎふの木で家づくり」で検索してください。

▲
ホームページは

こちらから

提供：笠原木材（株）
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　県では、県産材を使用した住宅の提案や相談等に対応できる人材を養成するため、建築士を対象とし
た「岐阜県木造住宅アドバイザー養成講座」と、工務店の営業担当者等を対象とした「岐阜県木造住宅
相談員養成講座」を開催しています。
　令和５年度は、新たに６名の方を「木造住宅アドバイザー」に、１３名の方を「木造住宅相談員」とし
て認定しました。
　令和６年度も養成講座を開催する予定です。詳しくは県産材流通課のＨＰをご確認ください。

　　　 【県産材流通課　中通　実】 講座実施状況

伐採現場見学状況

県産材強度試験見学状況

木造住宅アドバイザー認定者（敬称略）

令和５年度「岐阜県木造住宅アドバイザー」
　　　　  「岐阜県木造住宅相談員」を認定しました。

資格名

●令和5年度新規認定者一覧

●認定状況
Ｒ5認定者 累計認定者 認定開始

木造住宅アドバイザー
木造住宅相談員

6名
13名

320名
226名

Ｈ18
Ｈ24

認定番号 氏名
「岐阜県木造住宅相談員」認定者一覧

所在地 勤務先
0501
0502
0503
0504
0505
0506
0507
0508
0509
0510
0511

0512

0513

髙井沙野花
岩佐　健司
佐々木美幸
藤井　広幸
布川　雄介
巽　　吉弘
岩井　　蛍
牧田　弥果
冨内　大樹
小栗　太一
後藤由紀子

小幡　生馬

片田　純子

岐阜
岐阜
岐阜
可茂
可茂
可茂
可茂
可茂
可茂
可茂
可茂

恵那

恵那

㈲アーキ・キューブ
㈲アーキ・キューブ
㈲アーキ・キューブ
㈲フジイ建築
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
㈱弘栄工務店
丸山木材ホール
ディングス㈱
㈱中島工務店

認定番号 氏名
「岐阜県木造住宅アドバイザー」認定者一覧

所在地 勤務先
0501
0502
0503
0504
0505
0506

吉田　勝秋
後藤　耕太
峠岡　　弘
髙井　重和
可児　雅美
梅本　稔美

岐阜
岐阜
中濃
中濃
東濃
恵那

㈱ニトカ
後藤耕太建築工房
㈱ART都市開発
㈱協栄建設
㈱吉川組
㈱吉川工務店

令和5年度の養成講座の様子
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林
工
協
業
組
合（
郡
上
市
）】

社 社

　地球温暖化防止や災害防止など森林の公益的機能を維持・増進するため、令和6年度から、個人住民税と併せて
1人年額1,000円を森林環境税（国税）として納税していただくこととなりました。
　納税された森林環境税は、国から森林環境譲与税として、県、市町村へ譲与され、森林の整備などに活用され
ます。
　

　森林環境譲与税は、市町村では間伐等の森林整備や担い手の
確保・育成、木材利用などに活用されます。
　また、県では森林整備を実施する市町村の支援などに活用され
ます。

　県における森林環境譲与税の使途については、以下のURLに
てご覧いただけます。

　県HP「森林環境税・森林環境譲与税」
　https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html

森林環境税（国税）について

主な森林の公益的機能

森林環境税と森林環境譲与税の仕組み

森林環境譲与税について
令和6年度スタート

令和元年度スタート

森林を活かすしくみ

温室効果ガス削減に。

雨水を地中に
浸透させる。

林野庁
総務省

“森林環境譲与税”を活用した森林の整備

　日本の森林は、国土の約7割。こ
の豊かな森林が持つ多くの機能を
活かすには、 森林をしっかりと整備
していくことが必要です。
　しかし、林業の採算性の低下や、
所有者が不明な森林の顕在化、担
い手の不足などにより、手入れ不足
の森林が増えています。  
　このような中、令和元年度に、市
町村による森林整備等の新たな財
源として「森林環境譲与税」の譲与
が、市町村が私有林の経営管理を
受託する仕組みとして「森林経営管
理制度」がスタートしました。

　令和６年度からは森林環境譲与税
の財源となる「森林環境税」の課税
が始まります。各市町村では、皆様
からいただいた貴重な財源を活用し
て、森林の整備を進めてまいります。

日本のCO2吸収量のうち、9割以上は森林
が吸収しています。また、木材には炭素を
固定する役割もあります。

雨水が落ち葉を通して土中にゆっくり
浸透することで、川への急激な流出を
緩和するとともに、水を浄化しています。
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森林環境税ロゴマーク

温室効果ガスの削減 自然災害防止 水資源の貯蓄・浄水

出典：林野庁HP
「森林を活かすしくみ 森林環境税・森林環境譲与税」　
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kankyouzei/231018.html

人材育成の取組み（農林高校生の実習）

森林環境税（国税）の仕組みについて： 県市町村課 税政係 TEL：058-272-8121　または　各市町村個人住民税担当課
森林環境譲与税の活用について　　 ： 県森林活用推進課 森林吸収源対策室　森林吸収源対策係 TEL：058-272-8821

お問い合わせ

令和6年度から
森林環境税（国税）の納税が始まります
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　地球温暖化防止や災害防止など森林の公益的機能を維持・増進するため、令和6年度から、個人住民税と併せて
1人年額1,000円を森林環境税（国税）として納税していただくこととなりました。
　納税された森林環境税は、国から森林環境譲与税として、県、市町村へ譲与され、森林の整備などに活用され
ます。
　

　森林環境譲与税は、市町村では間伐等の森林整備や担い手の
確保・育成、木材利用などに活用されます。
　また、県では森林整備を実施する市町村の支援などに活用され
ます。

　県における森林環境譲与税の使途については、以下のURLに
てご覧いただけます。

　県HP「森林環境税・森林環境譲与税」
　https://www.pref.gifu.lg.jp/page/104589.html

森林環境税（国税）について

主な森林の公益的機能

森林環境税と森林環境譲与税の仕組み

森林環境譲与税について
令和6年度スタート

令和元年度スタート

森林を活かすしくみ

温室効果ガス削減に。

雨水を地中に
浸透させる。

林野庁
総務省

“森林環境譲与税”を活用した森林の整備

　日本の森林は、国土の約7割。こ
の豊かな森林が持つ多くの機能を
活かすには、 森林をしっかりと整備
していくことが必要です。
　しかし、林業の採算性の低下や、
所有者が不明な森林の顕在化、担
い手の不足などにより、手入れ不足
の森林が増えています。  
　このような中、令和元年度に、市
町村による森林整備等の新たな財
源として「森林環境譲与税」の譲与
が、市町村が私有林の経営管理を
受託する仕組みとして「森林経営管
理制度」がスタートしました。

　令和６年度からは森林環境譲与税
の財源となる「森林環境税」の課税
が始まります。各市町村では、皆様
からいただいた貴重な財源を活用し
て、森林の整備を進めてまいります。

日本のCO2吸収量のうち、9割以上は森林
が吸収しています。また、木材には炭素を
固定する役割もあります。

雨水が落ち葉を通して土中にゆっくり
浸透することで、川への急激な流出を
緩和するとともに、水を浄化しています。
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地域の人

架線集材技術を将来へ

大塚　祐慶さん
大塚さん

大塚林業合資会社　専務
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

おお つか ゆう  けい

伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

伐採旗設置制度のお知らせ

　森林を伐採・開発しようとするときは、森林法第１０条の８の規定により、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」、伐採及び伐
採後の造林を行った場合には事後に「伐採に係る森林の状況報告書」、「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」の提出が必要です。
　※間伐する場合には「伐採に係る森林の状況報告書」及び「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」の提出は不要です。
　※伐採後に森林以外に転用する場合には「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」の提出は不要です。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8471 林政課森林計画係まで

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採届出旗 伐採許可旗

Q．届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林です。地域森林計画対象森林は
岐阜県HP「ぎふ ふぉれナビ」で確認することができます。

（岐阜県HP「ぎふ　ふぉれナビ」⇒　https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）
　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。
Q．誰が提出するの？
　１. 届出書
　　・「伐採及び伐採後の造林の届出書」は、森林所有者もしくは伐採をする（権原を有する）者

が提出します。伐採をする（権原を有する）者と造林をする（権原を有する）者が異なる場合
は連名で提出します。

　2. 状況報告書
　　・「伐採に係る森林の状況報告書」は、伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　・「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」は造林をする（権原を有する）者が提出します。
Q．いつ、どこへ提出するの？
　①伐採及び伐採後の造林の届出書：伐採を開始する90日から30日前まで
　②伐採に係る森林の状況報告書：伐採を完了した日から30日以内
　③伐採後の造林に係る森林の状況報告書：造林を完了した日から30日以内
　※対象森林の所在する市町村に提出します。
Q．添付書類は？
　⑴森林の位置図・区域図　　　⑵届出者の確認書類　　　⑶他法令の許認可関係書類
　⑷土地の登記事項証明書等　　⑸伐採の権原確認書類　　⑹隣接森林との境界関係書類
　⑺市町村長が必要と認める書類
　書類の添付は義務となりますので、該当する場合には、必ず添付をお願いします。詳しい内容
については、林野庁のHPをご覧ください。

　皆伐（普通林は 1ha 以上）を行う場合は、伐採旗を設置してください。
Q．制度の目的は？

合法伐採を行う目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所の判別を容易にするこ
とで、違法伐採の防止を図るとともに環境に配慮した伐採を進めます。
Q．制度の概要は？
　下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

相続登記の義務化のお知らせ

90
日
前

30
日
前

伐
採
開
始
日

届
出
書

届出期間

伐
採
完
了
日

30
日
後

伐
採

報
告
書

報告期間

造
林
完
了
日

30
日
後

造
林

報
告
書

報告期間

①

②

③

令和６年４月から相続登記の申請が義務化されます。
あなたがお持ちの森林の土地の相続登記はお済みですか？
・令和６年４月から、相続によって不動産を取得したことを知った日から３年以内に、相続登記の申請を行うことが義務になります。
・法施行より前に相続した不動産も義務化の対象です。
・新たに設けられる「相続人申告登記制度」により、早期に遺産分割をすることが困難な場合には、申請義務を簡易に履行することが

できるようになります。
　　　　　

お問い合わせ先
　 制度や手続きの詳細については、法務省Webサイトをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　相続登記の義務化の詳細について（法務省Webサイト）⇒
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今
後
の
目
標
は
？

　

現
在
、
大
塚
林
業
で
は
、
架
線
集
材
と
プ

ロ
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ッ
サ
を
使
っ
た
作
業
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ス
テ
ム
で
木
材

を
収
穫
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
架
線
集
材
の

技
術
の
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承
も
必
要
で
、
こ
う
い
っ
た
森
林

技
術
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を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
架
線
の
架
設
は
、
毎
日
実
施

で
き
る
も
の
で
な
い
た
め
、
習
得
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自
分
で

段
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
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い

期
間
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必
要
で
す
、
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る
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と
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の
あ
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ホ
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→
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に

　

大
塚
祐
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さ
ん
は
、
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の
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業
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の
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線
集
材
の
設
置
、
運
行
、
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の
支
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を

行
う
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ど
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の
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技
術
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と
し
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大
活

躍
し
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い
ま
す
。
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な
祐
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の
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で
、
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の
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は
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っ
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で
す
。

　

多
く
の
人
工
林
が
収
穫
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を
迎
え
て
お
り
、

架
線
集
材
技
術
が
今
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な
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ま
す
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活
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ま
す
。

【
郡
上
農
林
事
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課
】

　

今
回
は
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集
材
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に
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躍
し
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ま
す
。

　
大
塚
林
業
の
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郡
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市
大
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。
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０
０
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０
０
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ま
た
、
社
有
林
を
２
８
７
ha
ほ
ど
所
有
し
経

営
計
画
を
立
て
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を

お
こ
な
い
優
良
材
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

初
代
社
長
の
「
山
を
愛
し
、
山
を
尊
び
、
山

と
共
に
生
く
」
を
教
訓
に
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
会
社
で
す
。

　
大
塚

慶
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
校
卒
業
後
、
新
潟
県
に
あ
る
「
全
日
本

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
」で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
２
年
間
学
び
、
そ
の
後
は
、
夏
は

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
冬
は
ス
キ
ー
場
の
仕
事
な

ど
で
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
社
長
で
あ
る
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
契
機
に
大
塚
家
の
後
継
者
と
し
て
「
山

仕
事
を
や
る
」
と
心
に
決
め
林
業
の
世
界
へ

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
仕
事
は
、
先
代
社
長
の
お
父
さ
ん
か
ら

架
線
集
材
技
術
を
中
心
に
厳
し
く
叩
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
架
線
を
設
置
し
た
際
、
想
定
し

て
い
た
よ
り
も
本
線
が
低
い
位
置
に
な
り
、

中
間
サ
ポ
ー
ト
の
設
置
が
必
要
と
な
る
な
ど

多
く
の
経
験
を
積
み
、
腕
を
磨
き
今
に
至
り

ま
す
。

　
仕
事
を
す
る
上
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

　

令
和
４
年
に
先
代
社
長
を
現
場
で
の
不
慮

の
事
故
で
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
安
全
作

業
・
事
故
、
怪
我
な
く
」
を
第
一
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
大
塚
林
業
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

　

な
ん
と
い
っ
て
も
架
線
集
材
技
術
で
す
。

特
に
森
林
作
業
道
を
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い

急
峻
な
現
場
で
架
線
延
長
３
０
０
ｍ
程
度
の

比
較
的
短
い
現
場
か
ら
８
０
０
ｍ
を
超
え
る

長
い
現
場
ま
で
、
山
肌
を
傷
つ
け
ず
木
材
を

余
す
こ
と
な
く
収
穫
で
き
ま
す
。
祐
慶
さ
ん

は
郡
上
を
中
心
に
岐
阜
県
内
の
山
で
活
躍
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
で
き
れ
ば
近
場
１

時
間
以
内
の
現
場
が
最
高
！
）
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アマドコロ
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「
こ
れ
ア
マ
ド
コ
ロ
で
す
よ
ね
」
下

呂
御
前
山
に
登
る
途
中
に
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ア
マ
ド
コ
ロ
は
北
海
道
か
ら
九
州
の

山
野
に
分
布
す
る
ア
マ
ド
コ
ロ
属
の
多

年
草
植
物
で
、
山
菜
や
薬
草
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
に
咲
い
て
い
た
花
を
見
る

と
、
茎
の
葉
の
つ
け
根
（
葉
腋
）
か

ら
1
～
2
個
ぶ
ら
下
が
っ
て
お
り
、

ア
マ
ド
コ
ロ
（P

o
l
y
g
o
n
a
t
u
m
 

o
d
o
r
a
t
u
m

）
に
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　

和
名
の
ア
マ
ド
コ
ロ
の
「
ア
マ
」
は

茎
や
根
に
甘
味
が
あ
る
こ
と
に
由
来

し
、
「
ト
コ
ロ
（
野
老
）
」
は
根
茎
が

節
く
れ
立
っ
て
髭
根
が
つ
い
た
エ
ビ

（
海
老
）
状
で
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の
オ

ニ
ド
コ
ロ
や
タ
チ
ド
コ
ロ
に
似
て
い
る

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

学
名
のP

o
l
y
g
o
n
a
t
u
m

は
ギ

リ
シ
ャ
語
の
「p

oly
s

（
多
い
）
＋

gonu
（
節
）
」
が
語
源
で
、
根
茎
に
多

く
の
節
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
、
種
小

名
のodoratu

m

は
「
芳
香
の
あ
る
、

香
り
の
い
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

中
国
で
は
滋
養
強
壮
や
美
肌
効
果

が
あ
る
と
し
て
、
根
茎
を
乾
燥
さ
せ

た
も
の
を
漢
方
で
「
ギ
ョ
ク
チ
ク
（
玉

竹
）
」
、
「
イ
ズ
イ
（
萎
ず
い
）
」
と

呼
び
ま
す
。
約
2
千
年
前
の
薬
学
辞
典

『
神
農
本
草
経
』
に
は
、
「
久
し
く
服

用
す
る
と
顔
の
シ
ミ
や
黒
斑
を
と
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

山
菜
と
し
て
楽
し
む
に
は
、
摘
ん
だ

若
芽
を
軽
く
塩
ゆ
で
し
て
水
に
さ
ら

し
、
油
炒
め
や
酢
み
そ
和
え
に
し
ま

す
。
地
下
茎
は
煮
も
の
な
ど
で
食
べ
ら

れ
ま
す
が
、
毎
年
若
芽
を
楽
し
む
た
め

根
茎
は
掘
り
採
ら
な
い
の
が
基
本
で

す
。

　

ア
マ
ド
コ
ロ
は
山
菜
や
薬
草
で
も
あ

る
ナ
ル
コ
ユ
リ
や
、
有
毒
植
物
の
ホ
ウ

チ
ャ
ク
ソ
ウ
に
似
て
い
る
た
め
、
こ
の

３
種
を
見
分
け
る
に
は
花
が
咲
く
4
月

頃
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ナ
ル
コ
ユ
リ
の
見
分
け
の
ポ
イ
ン
ト

は
花
や
茎
、
根
で
す
。
4
月
頃
咲

く
緑
白
色
の
花
は
、
葉
腋
か
ら
3

～
5
個
と
ア
マ
ド
コ
ロ
よ
り
多
い

こ
と
で
す
。
ま
た
茎
を
見
る
と
、

ア
マ
ド
コ
ロ
は
茎
上
部
の
切
り
口

が
有
角
形
（
六
本
の
稜
が
あ
る
こ

と
が
多
い
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

ナ
ル
コ
ユ
リ
の
茎
上
部
の
切
り
口

は
円
形
と
違
い
ま
す
。
加
え
て
ア

マ
ド
コ
ロ
の
根
茎
は
節
間
が
長
い

の
に
対
し
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
の
根
茎

は
節
が
1
年
ご
と
に
肥
厚
し
て
詰

ま
っ
た
数
珠
状
で
、
漢
方
で
「
黄

精
」
と
呼
ん
で
滋
養
強
壮
に
用
い

ら
れ
ま
す
。

　

有
毒
植
物
の
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
は
茎

の
先
端
が
枝
分
か
れ
す
る
こ
と
と
、
茎

を
折
る
と
青
臭
い
臭
い
が
す
る
の
が
見

分
け
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

さ
て
下
呂
御
前
山
で
登
山
を
楽
し
ん

だ
後
、
特
産
品
店
に
寄
り
道
す
る
と
ア

マ
ド
コ
ロ
茶
や
ア
マ
ド
コ
ロ
水
、
ア
マ

ド
コ
ロ
の
粉
末
入
り
四
味
う
ど
ん
が
販

売
さ
れ
て
い
た
の
で
、
う
ど
ん
を
お
土

産
に
帰
路
に
つ
い
た
の
で
す
。

花を咲かせたアマドコロ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―透析しながら調査  M所長― 【第393回】

前号（392回）で記したように、自然学総合研究所（自然研）
の前の所長であったM氏が亡くなられた。驚いた。信じられ
なかった。私が県を退職して自然研で勤めることができたのは
M氏お陰だったので、よりショックだった。M氏は植物研究
者であった。がその前に普通の人であった。そのおかげで先生
とは気楽に話すことができた。そんなことで自然研で仕事がで
きたので、言うなれば恩師である。先生とは各地の野山へ調査
に出かけた。先生はその結果を野帳に書かれていた。私もそれ
を見習った。勉強になった。また、私は県を退職する数年前か
ら、国や近県の希少昆虫を保護保全する昆虫担当委員としてこ
れらの会議に出席していた。この時M先生は植物担当委員で
あったが、ほとんど座長に選ばれた。この時の先生は素晴らし
かった。人格者だと思った。出席者からいろいろな意見が出た。
時には腹の立つような意見が出たが、先生は上手に答えられて
いた。素晴らしい先生だと思った。先生は植物調査のほか、各
地で薬草教室をひらいたり日本シャクナゲ協会や河川敷の植物
を保護する運動にも参加されていた。先生は何年も前に奥様に
先立たれ一人暮らしであった。どのような生活をしていたのか
はわからないが、元気であった。ところが９０歳を過ぎたころ
透析をおこなうことになった。しかも週３回。それでも調査に
出かけられた。私は伊吹山や野麦峠へ数回出かけた。これら調
査のことを年賀状に記してあった。

×　　×　　×　　×
だから先生の年賀状は見ごたえがあった。その年に現地で写
した先生自身の写真が載せてあった。例えば令和 5年の賀状
には

新型コロナウイルスの感染症も４年目に入り社会活動は復
帰してきました。しかし、20年続けてきた薬草教室は取りや
めになりました。残念です。私は今年で 94歳になります。透
析も毎週月水金の３回行っていて今年に入って 237回めです。
薬草教室が開かれることを望んでいます。

その翌年（令和 6年）の賀状は次の通りです。これが先生か
ら最後の賀状なので載せておくことにしました。

新型コロナウイルス感染症も昨年の 5月にＷＨＯが緊急事
態終了を発表し、5月 8日には新型コロナの感染症法上位置付
けが季節性インフルエンザと同じ「5類」に引き下げられまし
た。そして今後は個人判断が重要となります。社会活動は復帰
し、外国人の往来も解除され、10月の時点で訪日客はコロナ
前を超えてきました。20年も続けてきた薬草教室も新型コロ
ナ禍により取りやめて４年間になりますが復帰の計画はないよ
うです。日本シャクナゲ協会の総会も無事終えましたが、従来
の活動ができることを期待しています。薬草教室は中止ですが、
薬草教室が無くなってからは薬草教室メンバーを中心に植物愛

好の人々にラインによる植
物の画像と解説を配信して
いますが、今では 70 人を
超えてきました。写真は昨
年の 10 月に木曽川下流域
に出かけましたときです。
丁度引き潮が最大になり水
生植物の調査を始める前で
す。今年は 95 歳になりま
す。透析も毎週月水金の 3
回行っていて今年に入り元
旦で 394回めです。

×　　×　　×　　×
改めて先生はすごいと思う。私は 80歳をすぎたら体力が低
下し気力がなくなり虫を追いかける元気がない。考えれば私の
虫採り人生は「珍しいものを採って自慢する」だったように思
う。しかし、今は自慢する
相手もいなくなったので「私の昆虫人生は 80まで」と決め、
採集には出かけていない。それに比べ先生は、透析を週 3回も
うけているのに野外観察やいろいろな委員会に出られているの
だからすごい。先生は天国へ旅立つ前日の前夜まで元気であっ
た。それが翌朝には眠るように亡くなっていたとのこと。苦し
まずに天国へ向かわれたそうだ。これは神様からの先生へのプ
レゼント。そんな気がする。昔だったら大勢の人が参列された
のに、家族葬だったのでお参りすることができなかった。先生
に悪いような気がする。先生は顔が広いので年賀状は数百枚も
きたそうだ。しかし、ここ数年は高齢になったので年賀状は今
年限りとしますという類のものが多いそうだ。しかし、先生は
これに反対。長年の友人なので、いつまでも友であるべきだと
口にされていた。その先生からもう年賀状がこない。考えると
寂しくなってくる。

×　　×　　×　　×
よく自然研の人は変わり者だと耳にする。私自身を含め確か
にそうだと思うことがある。調査に出かけても勝手に行動し、
時間までに戻ってこない。こんなことはよくあったが成果はす
ばらしかった。また、家族に「自分が死んでも誰にも知らせる
な」と言い残したため、何年もわからなかったことがある。私
は自然研に勤めて 20年。今でも机がある。ありがたいと感謝
している。ここが私の息抜き場所だからだ。そうでないと毎日
が日曜日で時間を持て余してしまう。私は自然研に感謝しつつ、
もう少し勤めさせていただきたいと思っている。
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ぎふ木遊館はこんなところ！
　ぎふ木遊館は岐阜市学園町にある、岐阜県の木材をふんだんに使用した木育施
設です。
　赤ちゃんから大人まで、はだしになって全身で木の温もりを感じながら、安心して
遊んでいただけます。

　新しい年度がスタートしました！ぎふ木遊館では今年度も楽しい企画をお届けしてまいりますので、ぜひ、ホーム
ページ等をご覧いただき、遊びに来てください。

赤ちゃんひろばで寝転んで遊ぶ赤ちゃん クーゲルバーンに夢中の赤ちゃん わらべうた産後ダンス

木育ひろばの様子

さとやまさんと遊ぼう

木育ひろば
　館内には県産材でつくった10種類の大型木製遊具や100種類以上の木のおも
ちゃがあり、連日大勢の子どもたちがのびのびと遊んでいます。
　ぎふ木育の専門的な知識を学んだ「さとやまさん」という愛称で呼ばれるスタッ
フがみなさんを見守っており、初めての方でも安心して遊んでいただけます。
　また季節に応じた手遊び歌等を行う「さとやまさんと遊ぼう」や、子どもも大人
も夢中になる積み木競争「つみぼぼ世界選手権」、けん玉のチャンピオンから技を
教えてもらえる「けん玉やってみよう！」等、定期的に開催しており、子どもから大
人まで幅広い年齢層のみなさんに楽しんでいただけます♪

赤ちゃんひろば
　0歳と1歳の赤ちゃんとその保護者専用となっている「赤ちゃんひろば」では、
にぎやかな木育ひろばと適度な距離間を保ち、赤ちゃんでもゆったりと安心して遊
んでいただけます。
　赤ちゃんひろばのフローリングはスギの無垢材で、ハイハイしたり、ゴロンと寝
転んで遊ぶ赤ちゃんにも安心して、木の温もりを感じていただけるようになってい
ます。
　また、赤ちゃんを抱っこしたお母さんが、わらべうたに合わせて運動する「わら
べうた産後ダンス」や、リズムに合わせて木のおもちゃをたたく音育と木育を同時
に楽しむことのできる「リトミック」等も開催しています。

ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことがない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、フォローをお願いします。

ぎふ木遊館公式ホームページ☆
ぎふ木遊館がどんな施設なのか等の施設案内、木育プログラムやイベント情報等を掲載しております！
また、ホームページの「事前予約のお申込み」から各種予約ができますので、ぜひご活用ください。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回は、森との新しい付き合い方を紹介するため、
ゲストに掛川市森林組合の尾崎友昭さんと、コンセプト株式会社の佐藤雄一さんをお招きし、「E-MTB体験～林業のプロが取り
組むE-MTBフォレストツアーの可能性～」を実施しました。

最初に今後の活動につながることを目的に、少人数の参加者同士で自己紹介を行いました。森林サービス産業や、アウトドアレ
クリエーションなど、共通するテーマが多く、初対面でも話が盛り上がりました。その後は、尾崎さんから、掛川市森林組合の取り
組みを紹介していただきました。

E-MTBを使ったフォレストツアーとは、10人程度の少人数でガイドと共にE-MTBに乗り、地域の森林・林業の理解を深めるツ
アーです。ツアー実施によって、案内するスタッフのモチベーションアップや、説明力アップにもつながっているそうです。また、外
部にアピールすることで、楽しそうな森林組合というイメージ発信にもつながり、結果として求人にも効果が上がっているとのこと
です。

説明を一通り聞いた後、実際に持ってきていただいたE-MTBの試乗を行いました。
E-MTBとは、電動アシスト付きマウンテンバイクのことで、未舗装路や悪路でも走行可能な自転車です。電動アシストにより、

漕ぎ始めが楽で特に坂道は平地を走っているような感覚で登ることができます。
操作方法や特性の説明を受けた後、5台のE-MTBに分乗して森林文化アカデミー構内を体験試乗しました。
ほとんどの参加者がE-MTB初体験で、漕ぎ始めのアシストの力強さに驚き、感動していました。
戻ってきた後は、グループに分かれて感想や疑問を共有しました。その後は、それらを付箋に書いて貼りだし、尾崎さん・佐藤さ

んにコメントしていただきました。
E-MTBはレンタル品なのか、どのようなリスクマネジメントを行っているのかをはじめ、リピーター向けに新たなツアーのネタを

どのように集めるか、地域の観光や企業とどのように連携していくか等、かなり突っ込んだ質疑もなされ、終始熱気に包まれてい
ました。

参加者には「ぎふ森のある暮らし推進協議会」の会員が複数いて、森林空間活用の1例としてE-MTBフォレストツアーが、今後
岐阜県内でも試行されると面白そうだと思いました。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜林業のプロが取り組むE-MTBフォレストツアーの可能性を考えました＞
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令和6年度「清流の国ぎふ森林・環境税」を
活用した事業の全体計画

　県では、豊かな森林や清らかな川を守るため、平成24年度から「清流の国ぎふ森林・環境税」を導入し、５年ごとに見直しをしな
がら、自然環境の保全・再生に向けた取組みを進めています（第１期：平成24～28年度、第２期：平成29年度～令和３年度、第３
期：令和４年度～令和８年度）。令和６年度の「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用する事業については、以下を予定していますので
お知らせします。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8472 森林活用推進課森林活用係まで

今年度も各事業の取組み状況を毎月掲載します。

事　業　名 事業の概要 計画量 予算額
（千円）

Ⅰ　森林部門

環境保全林整備事業 「環境保全林」内の人工林の間伐等森林整備 （人工林の間伐等） 2,100ha 344,075

里山林整備事業
①危険木の除去 70 箇所

150,000 
②バッファーゾーンの整備 40 箇所

脱炭素社会に貢献する森林づくり
事業

①被害森林等での早生樹等の植栽等 （植栽等整備） 20ha 50,000 

②森林吸収源対策 （研究会等） 
（説明会等）

9 回 
1 回 7,000 

教育福祉関連施設木造化・木質化
等促進事業

①木造化・内装木質化 6 施設 70,000 

②木製品の導入 20 施設 20,000

木質バイオマス利用促進事業
①木質バイオマス利用施設の導入 （ボイラー） 

（ストーブ）
1 施設 
30 台 15,000 

②未利用材の搬出 4,500t 8,000 

ぎふ木育推進事業

① -1 ぎふ木遊館の管理・運営 （施設入館者数） 50,000 人 86,679

① -2 ぎふ木育の全県展開の推進 （ぎふ木育サポーター登録者数（累計）） 300 人 5,953

②ぎふの木を使った教材の導入 60 施設 4,000 

③森や木、川に関する環境教育やぎふ木育教室の開催等 （緑と水の子ども会議等参加者数） 
（市町村企画数）

6,800 人 
11 件 35,500 

森林空間活用促進事業

①観光道路周辺の観光景観林の整備 100ha 30,000 

②森林空間の活用を図るための施設の設置・改修 8 施設 27,000 

③森林空間を活用した活動の普及促進 （協議会会員数（者）累計） 80 者 1,922 

Ⅱ　環境部門

野生鳥獣個体数管理事業

①ニホンジカの個体数管理を目的とした捕獲等 7,000 頭 120,000 

②ニホンザルの個体数管理を目的とした捕獲等 324 頭 6,060

③カワウ、カワアイサ及びサギ類の個体数管理を目的とし
た捕獲 1,000 羽 24,700

④大学等と連携して行う野生動物管理に関する調査研究等 （市町村等への技術指導） 10 件 31,000

自然生態系保全・再生事業

①上下流域が連携した河川清掃活動 20 河川 30,000 

②河川魚道の改修及び適切な維持管理 （健全な魚道の割合） 80% 45,000 

③水田魚道の設置等による水みち連続性確保及び効果検証  4 地区 7,000 

④生物多様性の保全・再生の普及啓発 （シンポジウム等の開催） 14 回 2,000 

⑤生態系保全・再生に係る活動支援 （団体・市町村支援数） 24 件 39,000 

脱炭素社会ぎふづくり事業
①脱炭素社会ぎふを支える人づくり （体験プログラム等参加者数） 500 人 22,000 

②地域循環共生圏構想の促進 （地域循環共生圏づくり 　　　 
プラットフォーム登録団体数） 5 団体 5,000 

Ⅲ　共通部門

清流の国ぎふ地域活動促進事業 各種団体等が行う森林づくりや水環境保全等の活動支援 50 件 30,000 

その他

清流の国ぎふ森林・環境税推進
事務費 森林・環境税事業に係る普及啓発等 一式 3,500 

合計 1,220,389 

活かす知恵
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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山
で
す
。
標
高
は
１
，，３
７
７

３
７
７
mm
と
そ
れ

と
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
な
い
の
で
す
が
，
過
去
に
は
世
界

ほ
ど
高
く
は
な
い
の
で
す
が
，
過
去
に
は
世
界

一
の
積
雪
記
録
が
あ
る
ほ
ど
雪
が
多
い
こ
と

一
の
積
雪
記
録
が
あ
る
ほ
ど
雪
が
多
い
こ
と

や
，
石
灰
岩
の
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
特
殊
な

や
，
石
灰
岩
の
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
特
殊
な

厳
し
い
環
境
を
有
す
る
山
で
す
。
そ
の
た
め
山

厳
し
い
環
境
を
有
す
る
山
で
す
。
そ
の
た
め
山

頂
付
近
で
は
樹
木
が
あ
ま
り
発
達
せ
ず
，
草
地

頂
付
近
で
は
樹
木
が
あ
ま
り
発
達
せ
ず
，
草
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
固
有
の
植
物

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
固
有
の
植
物

や
希
少
な
植
物
が
数
多
く
生
育
し
て
い
ま
す
。

や
希
少
な
植
物
が
数
多
く
生
育
し
て
い
ま
す
。

伊
吹
山
は
江
戸
時
代
ご
ろ
か
ら
採
草
活
動
が
行

伊
吹
山
は
江
戸
時
代
ご
ろ
か
ら
採
草
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
，
採
取
さ
れ
た
草
は
，
肥
料
や
飼

わ
れ
て
お
り
，
採
取
さ
れ
た
草
は
，
肥
料
や
飼

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
薬
草

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
薬
草

の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
，
薬
草
と
し

の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
，
薬
草
と
し

て
の
利
用
も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

て
の
利
用
も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
伊
吹
山
に
は
，
戦
国
武
将
の
織
田

そ
ん
な
伊
吹
山
に
は
，
戦
国
武
将
の
織
田

信
長
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
に
命
じ
て

信
長
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
に
命
じ
て
5050
　

haha
も
の
薬
草
園
を
つ
く
ら
せ
た
と
い
う
伝
承
が

も
の
薬
草
園
を
つ
く
ら
せ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
承
は
後
世
の
江
戸
時
代
の

あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
承
は
後
世
の
江
戸
時
代
の

書
物
「
南
蛮
寺
興
廃
記
」
な
ど
に
書
か
れ
て
い

書
物
「
南
蛮
寺
興
廃
記
」
な
ど
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
す
が
，
現
在
で
は
薬
草
園
の
痕
跡
は
ど

る
の
で
す
が
，
現
在
で
は
薬
草
園
の
痕
跡
は
ど

こ
に
も
な
く
，
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
込

こ
に
も
な
く
，
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
込

ん
だ
と
さ
れ
る
薬
草
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
で

ん
だ
と
さ
れ
る
薬
草
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
で

は
な
ぜ
こ
の
伝
承
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
と

は
な
ぜ
こ
の
伝
承
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
，
日
本
だ
と
伊
吹
山
く
ら
い
に
し
か
生

い
う
と
，
日
本
だ
と
伊
吹
山
く
ら
い
に
し
か
生

育
し
て
い
な
い
が
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ユ
ー
ラ

育
し
て
い
な
い
が
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
草
本

シ
ア
大
陸
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
草
本

の
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ
と
キ
バ
ナ
ノ
レ
ン
リ
ソ

の
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ
と
キ
バ
ナ
ノ
レ
ン
リ
ソ

ウ
，
イ
ブ
キ
カ
モ
ジ
グ
サ
が
伊
吹
山
に
は
生
育

ウ
，
イ
ブ
キ
カ
モ
ジ
グ
サ
が
伊
吹
山
に
は
生
育

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
草
本
は
，
薬

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
草
本
は
，
薬

草
園
が
つ
く
ら
れ
た
時
に
，
薬
草
に
紛
れ
て
も

草
園
が
つ
く
ら
れ
た
時
に
，
薬
草
に
紛
れ
て
も

ち
こ
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

ち
こ
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
文
献
を
調
べ
る
と
，
最
も
古
い

い
る
の
で
す
。
文
献
を
調
べ
る
と
，
最
も
古
い

も
の
で
は
，
１
９
２
０
年
の
植
物
学
雑
誌
で
，

も
の
で
は
，
１
９
２
０
年
の
植
物
学
雑
誌
で
，

植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
が
こ
の
説
を
述
べ
て

植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
が
こ
の
説
を
述
べ
て

い
ま
す
（
た
だ
し
，
こ
の
文
献
で
は
イ
ブ
キ
カ

い
ま
す
（
た
だ
し
，
こ
の
文
献
で
は
イ
ブ
キ
カ

モ
ジ
グ
サ
の
代
わ
り
に
，
ヒ
メ
フ
ウ
ロ
が
リ
ス

モ
ジ
グ
サ
の
代
わ
り
に
，
ヒ
メ
フ
ウ
ロ
が
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
22
種
は
共
通
で

種
は
共
通
で

す
）
。
ま
た
，
こ
れ
ら
の
植
物
は
，
日
本
で
は

す
）
。
ま
た
，
こ
れ
ら
の
植
物
は
，
日
本
で
は

他
に
も
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
す

他
に
も
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
す

が
，
そ
れ
ほ
ど
地
点
は
多
く
な
い
た
め
，
そ
れ

が
，
そ
れ
ほ
ど
地
点
は
多
く
な
い
た
め
，
そ
れ

ら
の
場
所
の
も
の
は
，
明
治
時
代
以
降
に
，
牧

ら
の
場
所
の
も
の
は
，
明
治
時
代
以
降
に
，
牧

草
に
紛
れ
て
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

草
に
紛
れ
て
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
を
共
同
研
究
者
で
岐
阜
薬
科
大
の

こ
の
話
を
共
同
研
究
者
で
岐
阜
薬
科
大
の

名
誉
教
授
で
あ
る
水
野
瑞
夫
先
生
か
ら
お
聞
き

名
誉
教
授
で
あ
る
水
野
瑞
夫
先
生
か
ら
お
聞
き

し
，
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
，
ま
ず
は

し
，
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
，
ま
ず
は

遺
伝
分
析
の
し
や
す
い
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ

遺
伝
分
析
の
し
や
す
い
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ

を
対
象
に
（
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ
は

を
対
象
に
（
イ
ブ
キ
ノ
エ
ン
ド
ウ
は
22
倍
体
で

倍
体
で

す
が
，
他

す
が
，
他
22
種
は
倍
数
体
の
可
能
性
が
あ
り
，

種
は
倍
数
体
の
可
能
性
が
あ
り
，

遺
伝
分
析
が
し
に
く
い
の
で
す
）
，
幻
の
薬
草

遺
伝
分
析
が
し
に
く
い
の
で
す
）
，
幻
の
薬
草

園
伝
説
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

園
伝
説
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

検
証
方
法
は
，
遺
伝
子
型
デ
ー
タ
か
ら
過
去
の

検
証
方
法
は
，
遺
伝
子
型
デ
ー
タ
か
ら
過
去
の

集
団
サ
イ
ズ
変
化
を
推
定
す
る
方
法
で
す
。
も

集
団
サ
イ
ズ
変
化
を
推
定
す
る
方
法
で
す
。
も

し
，
持
ち
込
み
由
来
で
あ
れ
ば
，
今
か
ら
数
百

し
，
持
ち
込
み
由
来
で
あ
れ
ば
，
今
か
ら
数
百

年
前
に
著
し
い
集
団
サ
イ
ズ
の
減
少
を
経
験
し

年
前
に
著
し
い
集
団
サ
イ
ズ
の
減
少
を
経
験
し

て
い
る
は
ず
で
す
（
２
０
１
６
年
の
森
林
の
た

て
い
る
は
ず
で
す
（
２
０
１
６
年
の
森
林
の
た

よ
り
７
５
５
号
掲
載
の
チ
ャ
ノ
キ
の
遺
伝
分
析

よ
り
７
５
５
号
掲
載
の
チ
ャ
ノ
キ
の
遺
伝
分
析

の
話
の
中
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
，

の
話
の
中
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
，

そ
ち
ら
も
参
照
下
さ
い
）
。
そ
の
結
果
，
確
か

そ
ち
ら
も
参
照
下
さ
い
）
。
そ
の
結
果
，
確
か

に
数
百
年
前
に
集
団
サ
イ
ズ
が
減
少
し
て
い
る

に
数
百
年
前
に
集
団
サ
イ
ズ
が
減
少
し
て
い
る

も
の
の
，
も
の
す
ご
く
減
っ
て
い
る
と
い
う
わ

も
の
の
，
も
の
す
ご
く
減
っ
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
，
滋
賀
県
立

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
，
滋
賀
県
立

大
と
琵
琶
湖
博
物
館
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も
同
じ

大
と
琵
琶
湖
博
物
館
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も
同
じ

よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
滋
賀
県
の
グ
ル
ー
プ
と
話
を
し
た
結
果
，

た
。
滋
賀
県
の
グ
ル
ー
プ
と
話
を
し
た
結
果
，

手
持
ち
の
サ
ン
プ
ル
を
合
わ
せ
て
共
同
研
究
を

手
持
ち
の
サ
ン
プ
ル
を
合
わ
せ
て
共
同
研
究
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
グ
ル
ー

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
グ
ル
ー

プ
は
海
外
の
サ
ン
プ
ル
や
北
海
道
の
サ
ン
プ

プ
は
海
外
の
サ
ン
プ
ル
や
北
海
道
の
サ
ン
プ

イブキノエンドウ（2016年6月29
日に伊吹山山頂付近で撮影）
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森
林
研
究
所
ま
で

「
マ
イ
マ
イ
ガ
目
撃
マ
ッ
プ
ぎ
ふ
」を

み
ん
な
で
作
り
ま
せ
ん
か
？

内装木質化

各務原市那加桜町1丁目69番地

木の香る
ぎふの施設

133

施設の経緯
　各務原市役所旧本庁舎は、昭和48年に建設され、老朽化・耐震
性不備といった課題を抱えていたことから耐震化の検討を進め、
平成26年度に「建替え」と決定しました。　
　新庁舎は、「市民の安全・安心な暮らしを支え　みんなにやさし
い庁舎」を基本理念に免震構造を採用するなど、防災に関する機
能や設備が充実した庁舎となっています。
　また、外観は各務原らしさを醸し出すために、旧中山道宿場町（鵜
沼宿）の連子格子（れんじこうし）のイメージを取り入れています。

　議場（高層棟６階）の壁や天井は県産材のスギを使
用。天井の菱型のデザインは、市章を表現しています。

各務原市役所庁舎

施設の概要

事業主体 各務原市

事業年度 令和元年度から令和５年度　

構造
延床面積

＜高層棟＞地下１階、地上７階　15,120.05㎡
＜低層棟＞２階建て　　　　　   1,118.37㎡

施設用途 庁舎

助 成 額 県産材需要拡大施設等整備事業　2,430千円（高層棟）
ぎふ県材利用促進施設等整備事業　   695千円（低層棟）

木材使用量
使用樹種

15.91㎥
スギ（県産材100％）

日本設計・大建設計・Meet’s設計工房設計協同企業体

6,768,473千円全体事業費

設 計 者

大日本・天龍・協和・足立特定建設工事共同企業体

令和元年８月から令和５年８月
（高層棟完成：令和３年８月）
（低層棟完成：令和５年８月）

施工業者

工　　期

ここに注目！！

 市民交流スペース（低層棟１階）は木材が多く使用
されており、来庁された方は落ち着いた様子で過ごし
ています。

利用者の様子

施設全景

議場（高層棟６階）
■問い合わせ先
　各務原市役所　管財課
　ＴＥＬ 058-383-1111

ロビー（高層棟１階） 市民交流スペース
（低層棟１階）
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奈
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●
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し
い
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容
を
知
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た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
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０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

「
マ
イ
マ
イ
ガ
目
撃
マ
ッ
プ
ぎ
ふ
」を

み
ん
な
で
作
り
ま
せ
ん
か
？

 

令
和
５
年
度
に
集
ま
っ
た

マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
生
情
報

　

令
和
５
年
５
月
～
翌
２
月
ま

で
に
24
件
の
発
見
情
報
が
集
ま

り
ま
し
た
（
図
３
）。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
イ
マ
イ
ガ
は
飛
騨
、
東
濃
、

岐
阜
、
西
濃
地
域
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
飛
騨
地
域
か
ら

の
投
稿
数
が
多
く
、
他
地
域
に

比
べ
マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
生
が
多

か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
幼
虫
の
投
稿
数
が
多
い
一

方
、
卵
塊
の
投
稿
数
は
少
な
く
、

身
近
な
建
物
に
は
産
卵
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
投
稿
の
中
に
は
マ
イ
マ
イ

ガ
以
外
の
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
研
究
員
に
よ
り

マ
イ
マ
イ
ガ
以
外
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
へ
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
見
情

報
の
投
稿
へ
ご
協
力
を

　

今
後
多
く
の
発
見
情
報
が
集
ま
れ
ば
、

図3 マイマイガ目撃マップぎふ（令和5年5～翌2月集計）

図2 目撃投稿アプリ
「マイマイガを見ましたか？」

図1 マイマイガ

マ
イ
マ
イ
ガ
と
は

　

マ
イ
マ
イ
ガ
と
は
様
々
な
植
物
を
食
べ

る
蛾
の
一
種
で
（
図
１
）、
不
定
期
に
発
生

し
、
時
に
大
量
発
生
し
ま
す
。
岐
阜
県
で

は
2
0
1
3
、2
0
1
4
年
に
大
発
生
し
、

2
0
1
5
年
に
は
終
息
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
近
年
、
岐
阜
県
の
一
部
地
域
で
マ
イ

マ
イ
ガ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
増
加
の
兆

候
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
生
状
況
を
早
期
に

把
握
す
る
取
り
組
み

　

森
林
研
究
所
で
は
県
内
の
マ
イ
マ
イ
ガ
の

発
生
状
況
を
広
域
に
早
期
に
つ
か
む
た
め
、

ス
マ
ホ
で
マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
見
情
報
を
簡

単
に
投
稿
で
き
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
令
和

５
年
５
月
か
ら
運
用
中
で
す
（
図
２
）。
こ

の
情
報
は
即
時
、
集
計
・
図
化
さ
れ
、
森
林

研
究
所
の
H
P
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
早

め
の
マ
イ
マ
イ
ガ
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

お
お
ま
か
な
年
ご
と
の
増
加
傾
向
や
発
生

が
多
い
地
域
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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●
詳
し
い
内
容
を
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り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
造
林
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年

４
月
に
林
野
庁
が
造
林
補
助
事
業
竣
工
検
査

内
規
例
を
改
正
し
た
こ
と
を
受
け
て
本
県
で

も
令
和
３
年
度
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
や
人
工

造
林
、
下
刈
り
、
幼
齢
木
保
護
材
、
防
護
柵

等
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

オ
ル
ソ
画
像
を
使
っ
て
の
補
助
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
、
こ
の
２
、
３
年
で
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
量
が
一
気
に
普
及
し
、
面
積
測
量
の
主
流

に
な
っ
た
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
オ
ル
ソ
画
像

を
使
っ
て
の
申
請
は
、あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
中
濃
森
林
組
合
か
ら
初
め
て
オ

ル
ソ
画
像
を
使
っ
て
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
申
請
地
は
、
約
２
ha
の
人
工
造
林

地
（
＋
幼
齢
木
保
護
）
で
す
。

　
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
撮
影
は
、
事
前
に
事
務
所

で
飛
行
ル
ー
ト
な
ど
を
設
定
し
て
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　
現
地
で
の
撮
影
は
、
設
定
し
た
ル
ー
ト
を

自
動
で
飛
行
し
て
15
分
ほ
ど
で
終
了
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
事
務
所
に
戻
り
、
オ
ル
ソ
画
像

生
成
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
４
時
間
ほ
ど
で
オ
ル

ソ
画
像
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
オ
ル
ソ
画
像
が
作
ら
れ
て
い
る
間
は
、
パ

ソ
コ
ン
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
の
で
他
の
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
オ
ル
ソ
画
像
上
で
施
業
の
範
囲
を
囲
っ
て

ポ
リ
ゴ
ン
デ
ー
タ
（
Ｓ
Ｈ
Ｐ
フ
ァ
イ
ル
）
を

作
成
す
れ
ば
申
請
デ
ー
タ
は
完
成
で
す
。

　
今
回
の
施
業
地
は
、
事
前
に
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

量
を
行
っ
て
お
り
、
２
人
で
３
時
間
ほ
ど
要

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
オ
ル
ソ
画
像
に

よ
る
申
請
で
の
実
質
的
な
作
業
時
間
は
１
人

で
約
１
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ス
測
量
よ
り
楽
な
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量

と
言
え
ど
も
林
内
を
歩
い
て
測
量
す
る
こ
と

と
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
飛
ば
し
て
測
量
す
る
こ
と
を
比

べ
れ
ば
、
時
間
的
に
も
体
力
的
に
も
そ
の
差

は
歴
然
で
す
。

　
今
回
は
幼
齢
木
保
護
材
に
よ
り
苗
木
の
状

況
が
確
認
で
き
な
い
た
め
現
地
確
認
は
必

要
で
す
が
、
そ
れ
で
も
省
力
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
、
中
濃
森
林
組
合
で
は
、
今
後
、

植
栽
地
に
お
い
て
は
オ
ル
ソ
画
像
に
よ
る

申
請
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
Ｕ
Ａ
Ｖ
や
オ
ル
ソ

画
像
生
成
ソ
フ
ト
を

導
入
し
て
い
る
他
の

事
業
体
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
取
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

オ
ル
ソ
画
像
に
よ
る
造
林
補
助
事
業
の
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
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施業の状況

QGIS上に
オルソを表示

赤線が施業
範囲(SHP)

度
か
ら
県
内
全
域
で
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
、
下
呂
地
域
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
訓
練
参
加
者
は
、
南
ひ
だ
森
林
組
合

を
中
心
に
、
他
３
社
の
林
業
事
業
体
、
５

社
の
建
設
業
者
及
び
市
役
所
林
務
課
か
ら

の
参
加
で
合
計
26
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
下
呂
市
消
防
本

部
北
消
防
署
か
ら
今
村
署
長
さ
ん
他
８
名

が
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
①
緊
急
通
報
訓
練
②
被

災
者
の
搬
送
訓
練
③
止
血
等
応
急
処
置
訓

練
④
災
害
の
現
状
報
告
⑤
意
見
交
換
会
で

し
た
。
主
な
訓
練
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
緊
急
通
報
訓
練
は
、
参
加
者
３
名
が
個

人
携
帯
か
ら
１
１
０
通
報
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
消
防
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
質

問
に
緊
張
し
な
が
ら
も
回
答
し
て
お
り
、

実
際
に
通
話
し
て
良
か
っ
た
と
感
想
を
述

べ
て
頂
き
ま
し
た
。
衛
星
電
話
も
使
用
し

ま
し
た
が
、
電
波
状
況
が
悪
く
通
話
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
被
災
者
の
搬
送
訓
練
は
、
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
り
、
ロ
ー
プ
、
毛
布
や
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
使
用
し
た
簡
易
担
架
の
作
成
方

法
を
学
ん
だ
り
、
作
成
し
た
簡
易
担
架
や
、

市
販
の
簡
易
担
架
を
使
用
し
実
際
に
人
を

搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
け
が
の
場
所
、
出
血
の
程
度

等
に
よ
っ
て
は
、
搬
送
出
来
な
い
の
で
、

消
防
署
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
判
断
に
よ
り
、

消
防
が
来
る
ま
で
待
つ
こ
と
も
重
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研
修
が
参

考
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
や
、
来
年
度
以
降

の
継
続
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

他
地
域
の
、
訓
練
内
容
を
参
考
に
し
て
、

来
年
度
は
、
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
礎
研
修

　

令
和
５
年
12
月
11
日
に
、
下
呂
総
合
庁
舎

で
管
内
林
業
事
業
体
等
10
名
を
対
象
に
、
重

大
事
故
発
生
時
の
早
期
対
応
が
出
来
る
よ
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
礎
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
技
術

　

下
呂
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県
の
中

東
部
に
位
置
す
る
下
呂
市
の
エ
リ
ア
で
、
森

林
面
積
約
78
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
人
工
林
率
は
、

県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
62
％
で
、
そ
の
約

７
割
を
ヒ
ノ
キ
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し
て
は
１

つ
の
森
林
組
合
と
11
の
林
業
事
業
体
が
あ

り
、
73
名
の
森
林
技
術
者
が
従
事
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
末
の
木
材
生
産
量
は
、
南

ひ
だ
森
林
組
合
を
中
心
に
約
66
千
㎥
を
予
定

し
て
お
り
、
近
年
は
、
主
伐
・
再
造
林
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
地
域
で
は
、
林
業
事
業
体
以
外
に
も
各

地
区
に
森
林
造
成
組
合（
森
林
所
有
者
で
組

織
す
る
団
体
）が
活
動
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
令
和
４
年
７
月
に
は
、
下
呂
市
内

の
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
林
業
事
業

体
12
社
と
建
設
業
者
８
社
が
協
働
し
て
森
林

整
備
を
行
う
組
織
と
し
て「
下
呂
市
森
林
整

備
協
会
」を
設
立
し
、
下
呂
市
が
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
発
注
し
た
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
当
管
内
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
担

い
手
を
対
象
と
し
た
林
業
労
働
災
害
防
止
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
林
業
労
働
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練

　

令
和
５
年
９
月
20
日
に
、
下
呂
市
萩
原
町

地
内
の
林
内
と
下
呂
総
合
庁
舎
大
会
議
室

で
、
林
業
労
働
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練（
以

下　

訓
練
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
令
和
３
年
か
ら
県
下
で
、
毎
年

２
か
所
ず
つ
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
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〇
終
わ
り
に

　

残
念
な
が
ら
、
近
年
下
呂
管
内
に
お
け
る

休
業
４
日
以
上
の
災
害
は
、
令
和
４
年
度
に

１
件
、
令
和
５
年
度
に
は
２
件
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
研
修
成
果
と
し
て
、
作
業
班
全
員

で
、
緊
急
通
報
可
能
な
場
所
の
把
握
、
救
急

車
の
集
合
場
所
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
管
内
の
森
林
組
合
等
、
林
業
事
業

体
の
皆
さ
ん
が
奮
起
一
番
、
木
材
生
産
、
森

林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
県
内
全
体
で
の
旺
盛
な
木
材
需
要

に
応
え
る
た
め
、
管
内
で
も
木
材
生
産
量
を

増
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

伴
い
労
働
災
害
が
増
え
な
い
よ
う
、
今
後
も

レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
等
を
継
続
し
、
林
業
関
係

者
の
み
な
さ
ん
と
労
働
災
害
撲
滅
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
古
川
技
術
課
長

補
佐
を
講
師
に
招
き
、
携
帯
圏
外
の
通
信
手

段
に
つ
い
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
機

種
代
金
、
通
信
費
、
維
持
管
理
費
等
で
高
額

な
物
が
多
く
な
か
な
か
普
及
し
づ
ら
い
と
感

じ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
緊
急
時
の
連

絡
手
段
の
参
考
に
な
っ
た
と
言
っ
て
頂
け
ま

し
た
。

〇
下
呂
市
未
利
用
材
の
搬
出
促
進

事
業
の
安
全
講
習
等
に
関
す
る

研
修
会
支
援

　

令
和
５
年
５
月
17
日
に
、
森
林
造
成
組
合

17
名
を
対
象
に
、
下
呂
市
主
催
未
利
用
材
搬

出
事
業
の
安
全
講
習
等
に
関
す
る
研
修
の
開

催
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
全
な
伐
採
作
業
を
行
っ
て
頂
く
た
め
、

伐
木
作
業
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
目
立
て
作
業
、
掛
り
木
処
理
実
習
、

搬
出
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
２
年
目
で
あ
り
、
今
後
も
研

修
内
容
の
充
実
を
提
案
し
な
が
ら
下
呂
市
の

支
援
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
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5月号
予定

5月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（225）
●山のおじゃまむし（394）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（134）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（136）

岐阜県緑化推進委員会では、令和６年度の行事として春の街頭募金に
始まり、みどりの少年団を対象としたサマージャンボリーや活動発表大会
などの行事を実施する予定です。昨年５月に新型コロナ感染症が５類に移

行されてからは、ほとんどの行事を通常方式で開催しています。
しかしながら、新型コロナ感染症は終息したわけではなく、５類移行後も「第９波」、２月頃

には専門家からは「第１０波」に入ったと言われるほど流行していました。こうした状況に目を
向けることになったのも、自分自身がとうとう新型コロナに感染したことによるものでした。
５日間の自宅待機を余儀なくされるとともに、コロナ感染症はまだまだ過去のものではな

いことを思い知らされました。
今後も感染症の拡大が予想されます。このような中で子どもたちを対象とする行事も予定

していることから、行事を実施する際の感染防止対策の重要性について改めて考える機会に
もなりました。

　「森林のたより編集委員」　田中　敏隆

国
有
林
の
現
場
か
ら

90

Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
デ
ー
タ
の

　
　
山
腹
工
継
続
工
事
へ
の
活
用

〜
複
数
年
度
に
わ
た
る
治
山
工
事
で
の
活
用
の
考
察
〜

　

令
和
５
年
度
の
工
事
で
は
、
時
間
の

経
過
に
よ
る
土
砂
移
動
や
斜
面
の
ク

ラ
ッ
ク
の
変
化
な
ど
、
現
場
の
変
化
状

況
を
正
確
に
把
握
し
、
安
全
を
確
保
し

て
施
工
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
26
日
に
中
部
森
林
管

理
局
主
催
の「
令
和
５
年
度
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
」が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
か
ら
は
、
治
山
グ

ル
ー
プ
が「
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
デ
ー
タ
の

山
腹
工
継
続
工
事
へ
の
活
用
」と
題
し
た

技
術
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
そ
の
発
表
概
要
を
掲
載
し

ま
す
。

一
．
背
景

　

令
和
４
、５
年
度
の
治
山
工
事
に
お
い

て
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
を
実
施
し
、
現
地

を
詳
細
に
確
認
で
き
る
３
Ｄ
点
群
デ
ー

タ
を
取
得
し
ま
し
た
。
本
施
工
地
は
継

続
的
に
山
腹
工
を
行
う
計
画
が
あ
り
、

取
得
し
た
３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ
を
後
続
工

事
へ
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
、
そ
の

有
用
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

二
．
取
組
の
経
過

　

令
和
４
年
度
の
工
事
で
は
、
山
腹
工

の
実
施
前
後
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
を
実

施
し
、
掘
削
土
量
の
把
握
に
利
用
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
に
よ
る

安
全
か
つ
省
力
的
な
広
範
囲
の
地
山
状

況
監
視
は
、
継
続
的
に
山
腹
工
を
実
施

す
る
現
場
で
は
特
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
の
実
施
に

よ
り
、
土
量
の
把
握
以
外
に
も
様
々
な

活
用
が
可
能
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
を
実
施
し
、

治
山
工
事
へ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

三
．
実
行
結
果

　

令
和
４
、５
年
度
の
工
事
を
踏
ま
え

て
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
に
よ
り
２
つ
の

利
点
を
実
感
し
ま
し
た
。
１
点
目
は
、

危
険
箇
所
に
立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
現

場
作
業
が
従
来
手
法
と
比
較
し
短
時
間

と
な
る
た
め
、
安
全
か
つ
省
力
的
な
計

測
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

２
点
目
は
、
上
空
か
ら
の
撮
影
に
よ

る
広
範
囲
の
３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ
取
得
に

よ
り
、
詳
細
な
現
場
状
況
の
把
握
が
可

能
と
な
る
こ
と
で
す
。

四
．
考
察

　

広
範
囲
の
３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ
の
取
得

に
よ
り
、
複
数
年
に
わ
た
る
現
場
の
山

腹
工
に
お
い
て
、
現
場
状
況
の
変
化
を

速
や
か
に
反
映
し
た
工
事
発
注
へ
の
活

用
が
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。
３
Ｄ
点
群

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
目
視
だ
け
で
は
把
握
し
に
く
い

変
化
が
察
知
で
き
、
速
や
か
に
適
切
な

工
種
・
工
程
の
検
討
及
び
工
事
発
注
が

可
能
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
取
得
し
た
３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ

に
よ
る
高
精
度
な
土
量
把
握
は
、
よ
り

適
切
な
工
事
費
の
積
算
を
可
能
に
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
３
Ｄ
点
群
デ
ー
タ
を
元
に

任
意
箇
所
の
縦
断
図
の
作
成
及
び
そ
の

場
合
の
予
測
土
量
の
算
出
が
可
能
と
な

る
た
め
、
事
務
及
び
現
場
作
業
の
大
幅

な
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

▲施工前の現場▲３D点群データ

▲縦断図
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5月号
予定

5月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（225）
●山のおじゃまむし（394）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（134）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（136）

岐阜県緑化推進委員会では、令和６年度の行事として春の街頭募金に
始まり、みどりの少年団を対象としたサマージャンボリーや活動発表大会
などの行事を実施する予定です。昨年５月に新型コロナ感染症が５類に移

行されてからは、ほとんどの行事を通常方式で開催しています。
しかしながら、新型コロナ感染症は終息したわけではなく、５類移行後も「第９波」、２月頃

には専門家からは「第１０波」に入ったと言われるほど流行していました。こうした状況に目を
向けることになったのも、自分自身がとうとう新型コロナに感染したことによるものでした。
５日間の自宅待機を余儀なくされるとともに、コロナ感染症はまだまだ過去のものではな

いことを思い知らされました。
今後も感染症の拡大が予想されます。このような中で子どもたちを対象とする行事も予定

していることから、行事を実施する際の感染防止対策の重要性について改めて考える機会に
もなりました。

　「森林のたより編集委員」　田中　敏隆

森林・林業関係イベントカレンダー（4月〜5月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

4月16日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月17日㈬～
4月19日㈮

伐木等の業務(チェーンソー)
に係る特別教育

●講習時間：17日　学 科　8:50~17:10
　　　　　　18日　学･実　8:50~12:00
　　　　　　19日　実  技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

17 日（学科）
18 日（学 ・ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
19 日（実技）
　（株）木の国　土場（山県市椎倉 203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月23日㈫～
4月26日㈮

フォークリフト運転技能講習

受講資格
自動車普通運転免許所持者

●講習時間：１日目　　 学科　8:45~17:05
　　　　　　　　　　　 学科試験　17:10~18:10
　　　　　　2~4日目　実技・試験　8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円(本代含む)(振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）
伊自良中央公民館（山県市大門 850-67）

（実技）
ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

5月8日㈬

チェーンソーを用いて行う
伐木等の業務従事者
安全衛生教育
（３～５年従事者再教育）

●講習時間：8:50~16:50　学科・実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,470円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

5月14日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

ＪＡひだ吉城営農センター
（飛騨市古川町上野 571-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

5月15日㈬～
5月17日㈮

伐木等の業務(チェーンソー)
に係る特別教育

●講習時間：15日　学 科　8:50~17:10
　　　　　　16日　学･実　8:50~12:00
　　　　　　17日　実  技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

15 日（学科）
16 日（学 ・ 実）
　ＪＡひだ吉城営農センター
　（飛騨市古川町上野 571-1）
17 日（実技）
　県森連飛騨林産物共販所（高山市新宮町 112-7）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（2月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（2月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

75,000

75,000

85,000

78,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍ元木、尺上良材は入札旺盛にて引き合いは強いが価格は保
合。スギラミナ向け3ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ元木、尺上良材３ｍ・４ｍ役物
取りも入札旺盛で引き合いは強いが、価格は保合にて推移。ヒノキ3m・4
ｍの構造材も価格は保合で推移。合板向けは、製品の荷動きが鈍く弱基
調が継続している。製紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに原木不
足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキ並材は横ばいで推移。ヒメコ並材は弱保合で推移している
が４ｍ（40㎝以上）良材は引き合いが強い。広葉樹は引き続きナラの不足
感が続き、30㎝良材に引き合いが強い。高値はヒノキ4ｍ×38㎝
＠46,600円、ヒメコ3ｍ×50㎝＠43,200円、ヒメコ4ｍ×42㎝
＠45,800円、ヒメコ5ｍ×44㎝＠38,700円、ナラ2.1ｍ×30㎝
＠45,000円、ナラ3ｍ×36㎝＠45,000円、ホウ2.2ｍ×32㎝
＠35,200円、クリ3ｍ×38㎝＠48,000円、トチ2.1ｍ×56㎝＠49,000
円、マクルミ2.1ｍ×36㎝＠45,000円、ブナ4.6ｍ×40㎝＠51,000円。

（飛騨）

　ヒノキ役物良材、40㎝以上は応札多数で活気。特に46㎝以上の大径
材は、５ｍ・６ｍ造材の需要も強く予定される方はご検討下さい。３ｍ柱向
け（14㎝～26㎝）価格は保合ながら、手堅い売れ行き。 ４ｍ中目、土台向
けは、引き合いは強く応札多数、強保合継続中。スギ中目、尺上、元木良
材は、寒切り材最終盤となり積極的に手当てする動きが続いており買い
気上向き、価格は強保合で推移。４ｍ（24㎝以上）構造材は復調気配、
３ｍ構造材向けは保合で推移。スギ６ｍ長柱向け（18㎝～22㎝）は各方
面からの強い要望があり造材をご検討下さい。合板向けは製品荷動きが
鈍く弱基調。ラミナ向けは活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

製材した板や盤の両側または片側に、丸身のある皮付き（丸太）面が残った状
態を耳付きという。耳付き板の丸身部分を落とし、4辺の角を出す工程を耳摺
りという。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1848回

3月12日

3月13日

3月7日

岐
阜
共
販
所

第1438回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

25,800

－

－

－

－

－

47,300

－

－

－

25,000

－

－

－

46,600

－

17,000

45,800

38,700

－

－

－

50,000

30,000

－

38,000

－

－

83,000

－

－

－

14,600

14,000

15,000

15,000

13,000

18,000

21,100

19,000

21,000

19,200

18,900

－

14,500

14,800

12,000

21,000

20,300

19,100

19,000

25,000

15,000

20,000

－

15,000

14,300

14,500

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,800

26,000

29,500

－

11,000

第1772回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
435
468
－

→

→
→
－

2,481

709

3,749

3,370

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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